私達が 日常 使用して ゐる 文字 は、 文字が かく あらね 

ばなら ぬ 本来の 意義、 観念 を 速力 的に、 それ 故 的確に 

捕捉 するとい ふ 立場から 作られた もので はない ので あ 

る。 漢字 は 言 ふに 及ばず、 西洋の アルファベット にし 

て も、 左から 右へ 走る とい ふ 右手の 運動の 原則に は 合 

致しても、 速力 を 原則として 科学的に 組織され たもの 

ではない。 

日本語の 口— マ 字 化 を 云々 する 人々 が ある けれども、 

あれ は を かしい。 「ヮタ クシ」 と 四 字で 書き 得る 仮名 

を WATAKUSS と 九 文字で 書かねば ならぬ 愚かし さ 

を考 へれば、 その 無意味 有害な 立論で ある こと、 すで 



に 明らかな 話で ある。 日本語の 発声法で は、 アルファ 

ベ ットの やうに 子音と 母音 を 別々 にして 組み立て るの 

は 煩瑣で しかない。 仮名 は 四十 八文字で アルファべ ッ 

トは 二十 六 文字で も、 単に 文字 を 覚える 時の 四十 八が 

二十 六に 対する 労力の 差と、 「ヮタ クシ」 を 

WATAKUSS と 四 文字 を 九 文字に 一 生 書きつ y けね 

ばなら ぬ 労力の 差と では、 余りに も その 差が 大きす ぎ 

る やうで ある。 

私の 徒労に 帰した 速記 法の 一 端 を 御 披露に 及ぶ と、 

私 は、 たと へば 「私」 とか 「デ アル」 とい ふ 様な 頻に 

現れる 言葉 を 一 字の 記号に した。 「デ アル」 の 未来形 



ラテン語 を 基本と した もの ださう で、 速力 を 基本と し 

て 組み立て たもので はない。 若し 真実の 国際語が 新ら 

しく 必要と すれば、 単語の 如き も 旧来の 何物 を も 摸し 

て はならぬ。 当然た だ 簡明 を 第一と して 新ら しく 組織 

されねば ならない 害 だ。 

私 は 然し、 この やうな 言語 や 文字の (然し 言語 は 余 

りに 問題が 大きす ぎて 話に ならない。 単に 文字に 限定 

して —— 新ら たに 文字の) 改革が 行 はれる と仮定して、 

それが 今後の 思想 活動 に 及ぼす 大きな 効果 を 疑 ふ も の 

ではない けれども、 差 当って 私自身が その 犠牲者に な 

ら なければ ならない とい ふ 意味で、 進んで 支持す る 気 
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